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「なぜ学ぶのか」 校長 池本 勝志

以前，わたしが勤務していた学校は，小学校と中学校が同じ敷地内で過ごし，行事等も一緒に

行っていました。授業を見て回ると，中学生からはときどき「どうして勉強しないといけないん

ですか。」「二次方程式とか何の役に立つんですか。」などと尋ねられることがありました。内容

も高度になり子どもたちがそう考えるのもわかります。みなさんならどう答えるでしょうか。

学ぶ理由は，進学や就職のためだったり，色々な考え方があっていいと思いますが，以前，ビー

トたけしさんがノーベル化学賞を受賞された鈴木章さんと対談された中で，「勉強することに意

味があるのか」という問いに対して「『ためになる』って前提で勉強しなくていいと思う。ただ

興味があるだけでいい。」と語り，鈴木章さんも「まったく同意見ですね。初めはこのことが役に

立つとかじゃなくて，その人が面白いと思うことが大事だと思います。」と答えられています。

つまり「学ぶことは楽しいことなんだ」ということなのだと思います。逆に言えば，その楽しさ

を味わわせずに学ばせてしまっているのだとしたら，申し訳ないことだと思います。

また，なぜ学ぶのかについて，もう一つわたしにはとても記憶に残っていることがあります。

大学生のとき，美術教育の先生に「図工・美術の目的って何ですか？」と尋ねると，その先生は技

術的なことを言うわけでも，情操教育がどうのと言うわけでもなく「世界平和です。」と即答されま

した。わたしたちは知ること，考えることで自分や周りの人を大事にしたりすることができます。

今，色々な情報があふれ，知ろうと思えば多くの情報を集められる一方で，何が正しいのか，どの情

報が本当に必要な情報なのかを見極めるのは非常に難しい世の中です。悪気はなくても，知らない

ことで相手を傷つけてしまうこともあります。私自身も知らなかったことで，間違った判断をして

しまっていたことがあったのではないかと思います。

今月は校内人権月間です。学ぶということが自分の喜びでもあり，他人も自分も大切にするこ

とであると考えると，学ぶことそのものをもっと大事にしたいと思えてきます。

国語 社会 算数 理科 国語 正答率（％）

１ 本校 76.1 86.2 本校 57.2 市 62.8 県 68.5

年 全国 74.8 78.2 社会

２ 本校 81.5 72.2 本校 67.4 市 55.9 県 65.3

年 全国 79.3 73.1 算数

３ 本校 78.0 66.8 85.4 74.1 本校 83.7 市 70.7 県 74.6

年 全国 68.4 61.3 69.2 58.5 理科

４ 本校 66.9 71.5 76.1 75.3 本校 78.0 市 73.1 県 75.4

年 全国 64.2 53.9 64.8 66.9 英語 両調査の結果をもとに，課題の
５ 本校 84.6 72.3 71.0 69.3 82.9 改善を図っていきます。分析の詳
年 全国 69.9 65.0 58.1 66.3 80.8 細と今後の対応については，学級
６ 本校 78.8 71.0 83.6 83.3 93.3 ＰＴＡや学校運営協議会等を通じ
年 全国 66.6 61.6 73.8 68.3 79.8 てお知らせいたします。

１／13（土）に，３・４年生がメノモチ作りをしまし ４月に入学してくる３名の園児を迎え，１年生

た。ついたおもちに赤，緑，黄色と色付けして小さく丸め， のみんなが「新１年生を迎える会」を開きました。

エノキの枝に刺して飾り付けました。完成したメノモチ １年生になってできるようになったことを紹介して

は各自持ち帰ったり，お世話になった地域の方々に届けた くれたり，宝さがしゲームを催してくれたりしまし

りしました。ご協力をいただいた山野校区コミュニティの た。園児のみんなが楽しく活動できるようにお世

皆さん、保護者の皆さん、本当にありがとうございました。 話もよくがんばり，１年生の子どもたちの成長を感

じました。新１年生の入学を楽しみにしています。

県茶生産協会の方にお茶とのふれあい教室を開 ○第２６回鹿児島県小学生人権作文コンテスト

いていただきました。お茶の種類やその製造方法 【協議会賞】 ３年 久保田 大地

について教えていただいた後，自分たちでおいし ○防火ポスターコンクール
いお茶の入れ方の演習を行い，注ぐお湯の温度を 【銀賞】３年 松元 将馬 ４年 熊ヶ迫 海杜

調節して，旨みと渋みと苦みのバランスのとれた 【銅賞】１年 熊ヶ迫 愛依奈

おいしいお茶を味わうことができました。

〈 ２ 月 〉

8～15日 家庭学習強調週間

１０日（土） 学習発表会

１１日（日） 建国記念の日

１２日（月） 振替休日

１３日（火） 伊佐さわやかあいさつ運動

１５日（木） 人権教室（３・校時）

１９日（月） 県下一周駅伝応援(5・6年）

２３日（金） 天皇誕生日

２６日（月） 親子読書日

２９日（木） 学級ＰＴＡ

〈 ３ 月 〉

１日（金） ６年生を送る会

お別れ遠足 集団下校

８日（金） 親子読書日

１３日（水） 伊佐さわやかあいさつ運動

２０日（水） 祝日「春分の日」

２２日（金） 卒業式

２５日（月） 修了式 辞任式

http://www.edu.pref.kagoshima.jp/es%EF%BC%93/



